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C－18 宮崎県の衣生活の研究　　 原始文様 につい て

緑ヶ 丘学 園短期大学　 ○ 西川志づ　 長田昭子

目的　 宮 崎県の縄文蒲生古墳時代の出土品の文様 につい て調査分類し 、現在の服飾

の模様 に関連づけ ることにした。

方 法　 原始時代の生 活の中の工芸 即ち用具彫刻絵画等を調査するために、県博物館

をはじ め、 はにわ館、 延岡市内藤記 念館等所蔵の土 器類を撮影、スケッチ、 拓影とし

て縄文禰生古墳時代と大 別分類し た。次に写真スケッチ拓影の工作的 分類 を行って五

模様 にした、五模様とは直弧文、三 角文、円文、 渦文、条線文である。

結果　 縄文時代前期は直線曲線円文 と各々が単独に描か れてい た。 後期から禰生時

代にかけ ては直 線曲線円文等反復し て、やや複雑になり図案 化さ れると同時にある程

度まとまっ てい る。即ち全体とし ての調和がとれてそれぞれ のバラソスがくずれずに

配置されてい た。古墳時代のものは文様 とし ての資料 は少なかったが全体の形姿の美

しさを表現し たものが多 い、例えば 、須恵器の形姿を形 造っ てい る線の美しさ等であ

る。　この調査の結果宮崎県におい ては縄文時 代の土 器及 びそれに付けら れた文様が豊

富であ ることがわかっ た'。　なお、こ の文様 は一 般 に単純な文 様であって、き わめ て素

直な人間の心の表 れであ る､。又 生活 の中 から生れ た偽りのない 心の表示 であっ て多 く

の人々のすぐれた意 匠構成がわかっ た。 そし て中に は形や構成を変えて次の時代の基

礎的 役目をは たしたものもあり、現代人 にそのまま受 入れら れて伝統的 な柄となり流

行に左右されずにいつの時代に も飽きのこ ない普遍的な柄とし て服飾界の基盤をなし

てい るもの も数多 くあ ることを知った。


